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information
くらしの情報

お
知
ら
せ

県
立
農
林
大
学
校
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
す
！

地
籍
調
査
成
果
の
閲
覧

　

県
立
農
林
大
学
校
で
は
、
学
科

と
体
験
学
習
を
主
体
と
し
た
2
年

間
の
実
践
教
育
を
行
い
、
広
い
視

野
に
立
っ
て
農
林
業
を
考
え
、
次

代
の
農
林
業
を
リ
ー
ド
す
る
技
術

者
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
・
林
業
に
お
け
る
担
い
手

を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
、
令
和

2
年
度
か
ら
教
育
内
容
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
入
学
定
員
を
増
や

し
ま
す
。
ぜ
ひ
進
学
に
つ
い
て
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
県
立
農
林
大
学
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

︿
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹀

h
ttp
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問   
県
立
農
林
大
学
校
大
田
本
校

☎
0
8
5
4
・
85
・
7
0
1
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一
筆
地
調
査
お
よ
び
測
量
の
成

果
で
あ
る
「
地
籍
簿
︵
案
︶」「
地

籍
図
原
図
」の
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
「
地
籍
簿
」
と
「
地

籍
図
」
は
閲
覧
終
了
後
、
国
土
交

通
省
の
承
認
を
得
て
法
務
局
に
送

付
し
ま
す
。

︻
対
象
と
な
る
地
区
︼

戸
田
1
地
区
、
小
浜
・
飯
浦
地
区
、

戸
田
・
小
浜
地
区
、
飯
浦
2
地
区
、

高
津
3
地
区
、
茶
屋
地
区

日 　

11
月
15
日
㈮
～

　
　
　
　

12
月
5
日
㈭

※ 

土
・
日
・
祝
日
は
閲
覧
で
き
ま

せ
ん
。

閲
覧
時
間　

8
：
30
～
17
：
15

場 　

地
籍
調
査
課

　
　
︵
市
役
所　

分
館
3
階
︶

問 　
市
地
籍
調
査
課

　
　
☎
31
・
0
3
5
4

　

令
和
元
年
分
の
年
末
調
整
の
し

か
た
お
よ
び
法
定
調
書
等
の
提
出

方
法
、
ま
た
、
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
等
に
つ
い
て
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会
お
よ
び

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

説
明
会

日 　

11
月
14
日
㈭　

　

第
1
回　

10
：
00
～
12
：
30

　

第
2
回　

13
：
30
～
16
：
00

場 　

グ
ラ
ン
ト
ワ　

小
ホ
ー
ル

※ 

い
ず
れ
か
都
合
の
よ
い
時
間
帯

に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※ 

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

車
で
の
来
場
は
で
き
る
だ
け
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

問   
益
田
税
務
署

　
　
☎
22
・
0
4
4
4

︻
対
象
と
な
る
方
︼

令
和
2
年
４
月
に
進
学
等
を
希

望
し
て
い
る

◦ 

児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭

の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

◦ 
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る

寡
婦

◦
父
母
の
な
い
児
童

︻
対
象
と
な
る
資
金
︼

☆ 

児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す
る

資
金
︵
無
利
子
︶

︿	

修
学
資
金
﹀

高
等
学
校
や
大
学
等
に
就
学
す

る
た
め
の
授
業
料
、
書
籍
代
、

交
通
費
等

令和元年度 全国統一防火標語

『ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心』

秋の火災予防運動

11月9日～11月15日

住宅用火災警報器には『電池切れ・故障』
を知らせてくれる機能がついています。
電池を交換するか、専門業者に相談して
ください。

─ 益田広域消防本部（消防署）・益田市消防団 ─

1  逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する。
2  寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
3  火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
4  お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。
5  寝たばこは絶対やめる。
6  ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用する。
7  ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

★住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

﹁
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
﹂

予
約
貸
付
受
付
中

募　

集

︿
修
業
資
金
﹀

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

技
能
の
習
得
費
用

︿		

就
学
支
度
資
金
﹀

就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必
要

な
入
学
金
や
被
服
等
の
購
入
費

☆ 

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
お
よ
び
寡
婦
の
知
識
技
能
習

得
を
対
象
と
す
る
資
金

　
︵ 

連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合

は
無
利
子
、立
て
な
い
場
合
は

年
1
%
︶

︿
技
能
習
得
資
金
﹀

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

技
能
の
習
得
費
用

︻
申
込
締
切
︼　

　

令
和
2
年
2
月
28
日
㈮

※ 

申
込
み
の
際
は
、事
前
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申 	

問 

市
子
ど
も
福
祉
課

　

☎ 

31
・
1
3
8
0
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福
祉
・
介
護
の
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー

　

も
う
一
度
、
福
祉
・
介
護
の
基

礎
を
学
び
直
し
ま
せ
ん
か
？

　

福
祉
の
職
場
で
役
立
つ
知
識
と

技
術
を
分
か
り
や
す
く
楽
し
く
学

べ
ま
す
。
大
人
気
の
セ
ミ
ナ
ー
で

す
の
で
申
込
み
は
お
早
め
に
！

対	

象
者

福
祉
の
事
業
所
で
就
業
経
験
の

あ
る
方
︵
資
格
不
問
︶
と
、
就

業
経
験
は
な
い
が
福
祉
の
有
資

格
者
ま
た
は
研
修
受
講
経
験
の

あ
る
方
︵
実
務
経
験
不
問
︶

主
な
内
容

○ 

介
護
の
基
本
的
理
解
・
介
護
技

術
○ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ス
ト

レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

○
高
齢
者
施
設
の
見
学
・
座
談
会

募
集
定
員　

20
名

受
講
料　

無
料

日　

11
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮

　
　

9
：
30
～
16
：
00

場　

 

い
わ
み
ー
る
︵
浜
田
市
野
原

町
1
8
2
6

1
︶

申
込
締
切　

11
月
15
日
㈮

申  

問 

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社

会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所
︵
島

根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
石

見
分
室
︶

　

☎
0
8
5
5
・
24
・
9
3
4
0

市
営
住
宅
入
居
者

県
営
住
宅
入
居
者

※ 

11
月
15
日
時
点
で
空
き
住
宅
が

あ
っ
た
場
合
、
募
集
し
ま
す
。

申  

11
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮

     

17
：
00
必
着

抽
選　

12
月
下
旬　

入
居
予
定
日　

　

令
和
2
年
１
月
中
旬

そ	
の
他　

入
居
時
に
は
敷
金
︵
家

賃
３
カ
月
分
︶、
連
帯
保
証
人

︵
１
名
︶
が
必
要
で
す
。

募
集
住
宅
・
間
取
り
・
入
居
資

格
等
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※ 

な
お
、
市
営
須
子
︵
シ
ル
バ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
含
む
︶、
原
浜
、

下
波
田
、
上
黒
谷
、
黒
石
、
田

倉
、
久
城
、
都
茂
上
、
朝
日
、

椎
ノ
木
、
湯
の
香
、
宮
の
原
、

丸
茂
、
澄
川
、
道
川
住
宅
、
県

営
吉
田
南
団
地
は
、
順
番
待
ち

住
宅
と
し
て
随
時
申
込
み
を
受

付
け
て
い
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申  

問 

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
31
・
1
5
3
0

JR の線路改修工事の実施に伴い、
次のとおり運休します。

●山陰本線　益田駅～小串駅間の工事のため
【運休区間】益田駅～東萩駅間
【運休期間】 11月 6日㈬～11月 8日㈮
 12月24日㈫～12月26日㈭
　  令和2年02月03日㈪～02月05日㈬

【代行輸送】  
  ※ 駅の掲示物または JR 西日本ホームページをご覧

ください。

●山陰本線　鎌手駅～岡見駅間の工事のため
【運休区間】 特急列車：益田駅～浜田駅間
 快速・普通列車：益田駅～三保三隅駅間

【運休期間】 11月18日㈪～11月21日㈭
　 12月 2日㈪～12月 5日㈭

【代行輸送】
  ※ 駅の掲示物または JR 西日本ホームページをご覧

ください。
  ※ 特急スーパーおき号の代行輸送は行いません。

問 JR 西日本お客様センター
　 ☎ 0570-00-2486 または ☎ 078-382-8686

＜ホームページアドレス＞
https://www.westjr.co.jp/info/maintenance.html

JRの列車運休
相
談
・
催
し

市
民
公
開
講
演
会

太
陽
光
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

　
「
あ
な
た
の
太
陽
光
発
電

　
　
　
　

  

本
当
に
大
丈
夫
！？
」

　

適
切
に
太
陽
光
発
電
が
で
き
る

よ
う
、
安
全
性
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

等
を
学
び
、
そ
の
対
策
を
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

日  

11
月
19
日
㈫　

13
：
00
～

場  

市
立
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

2
0
3
研
修
室

講
師　

縁
パ
ワ
ー
し
ま
ね

対	

象　

太
陽
光
発
電
設
備
を
す

で
に
設
置
し
て
い
る
方
、
設
置

を
検
討
し
て
い
る
方
、
事
業
者

な
ど
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

料
金　

無
料

　
※
事
前
申
込
み
不
要

問  ・
縁
パ
ワ
ー
し
ま
ね
︵
上
園
︶

　

☎
0
9
0
・
3
2
6
6
・
9
5
0
6

 
u

e
zo

n
o

@
e
m

p
o

w
e
r-

 　

sim
a
n
e.o

rg

・
県
地
域
振
興
部
地
域
政
策
課　

　

☎
0
8
5
2
・
22
・
5
8
9
9

　

0
8
5
2
・
22
・
6
0
4
2

日　

11
月
30
日
㈯

　
　

14
：
30
～
16
：
00

　
　
︵
14
：
00
開
場
︶

場　

グ
ラ
ン
ト
ワ　

小
ホ
ー
ル

講
師　

鈴
木 

明
子 

氏

︵
プ
ロ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
︶

演 

題　
「
壁
は
き
っ
と
越
え
ら
れ
る

～
夢
を
か
な
え
る
晩
成
力
～
」

※ 

入
場
無
料
。た
だ
し
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。

※ 

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

問　

 

公
益
社
団
法
人  

益
田
法
人
会　

☎
23
・
7
6
4
0
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　市では、地震・津波や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報システム（Ｊ
ジェイ

- Ａ
ア ラ ー ト

ＬＥＲＴ）から送られてくる国か
らの緊急情報を、下記の放送機器を用いて皆さんに伝えることにしています。
　つきましては、11 月 5 日（緊急地震速報訓練日）
および 12 月 4 日（全国一斉情報伝達訓練日）に
下記のとおり訓練放送を行います。
放送日時：11 月 5 日㈫  10：00 頃（予定）
　　　　　12 月 4 日㈬  11：00 頃（予定）
放送機器：次の機器で試験放送が流れます。
　　　　　○防災行政無線（屋外スピーカー）　：旧益田市のみ
　　　　　○緊急防災放送装置（各家庭等設置）：市内全域
注意事項：	※「緊急防災放送装置」では、国から緊急情報を実際に受信した時と同様に、
　　　　　　最大音量で放送されます。（通常時、消音に設定されていても放送されます。）
 ※ 訓練放送にあわせて、机の下にもぐったり、避難行動をとるなど、
　　　　　　可能な範囲でぜひ訓練に参加してください。
 ※当日、災害等が発生した場合は、放送が中止されることがあります。

【問い合わせ先】市危機管理課　☎ 31-0601　 23-5001

全国一斉の緊急情報伝達訓練の実施について

放送例
 「これは、訓練放送です。」（３回繰り返し）
＋「こちらは、防災益田市です」
＋「･･････････････････････」
＋  終了を告げるチャイム

緊急放送時に、
赤く点滅するランプ

※ 停電時でも緊急放送が受信で
きるように、年に１度、乾電池

（単三乾電池４本）を交換しま
しょう！

11月5日
12月4日

種　　別 現　行（令和 2年 3月 31 日まで） 改定額（令和 2年 4月 1日から）

一般家庭ごみ
軽貨物または普通自動車による搬入

車両 1台あたり　510 円
10㎏あたり　��60 円

事業所ごみ 50㎏あたり　��　�410 円 10㎏あたり　110 円

【問い合わせ先】　益田地区広域市町村圏事務組合  ☎ 31-0226

　令和 2 年 4 月 1 日から、益田地区広域クリーンセンターへ可燃ごみを直接持ち込む際の手数料を、下記のとお
り改定します。皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。

可燃ごみの直接搬入手数料の改定について

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
セ
ミ
ナ
ー

﹁	

イ
ン
テ
リ
ア
の
見
直
し
で

省
エ
ネ
！
﹂

　

た
と
え
ば
、
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
変
え
た
り
、
暖
か
み
を
感
じ

る
家
具
を
取
り
入
れ
た
り
す
る

と
、
電
気
代
や
暖
房
費
な
ど
を
節

約
し
な
が
ら
、
よ
り
快
適
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
、
住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
を

高
め
る
ポ
イ
ン
ト
や
、
イ
ン
テ
リ

ア
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

日　
12
月
5
日
㈭　

　
　

10
：
00
～
12
：
00

場 　

正
直
屋
駅
前
本
店　

2
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
駅
前
町
30
28
︶ 

 

講	

演
「
暮
ら
し
の
質
を
高
め
、
省

エ
ネ
に
も
役
立
つ
イ
ン
テ
リ
ア

の
工
夫
と
は
？
」

講
師　

片
寄 

洋
子 

氏

︵ 

ア
ト
リ
エ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
代
表
、イ
ン

テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
︶

入
場
料　

無
料

申	

込
締
切　

11
月
29
日
㈮

申  

問 

し
ま
ね
エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
︵
担
当
：
野
崎
︶

　

☎
0
8
5
2
・
67
・
3
2
6
2

公
証
人
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
子
ど
も
た
ち
の
相
続
争
い

・
子
ど
も
に
頼
ら
ず
に
老
後
を
過

ご
し
た
い

・
自
分
の
死
後
に
残
さ
れ
る
家
族

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

・
認
知
症
に
な
っ
た
時
の
金
銭
管

理
・
養
育
費
を
確
実
に
払
っ
て
も
ら

う
た
め
の
手
段

・
金
銭
、
土
地
・
建
物
の
貸
し
借

り
の
ト
ラ
ブ
ル
⋮
な
ど

公
正
証
書
は
あ
な
た
の
暮
ら
し
・

老
後
・
財
産
を
守
り
ま
す
。

＊ 

交
通
手
段
な
ど
の
理
由
で
浜
田

ま
で
行
け
な
い
方
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日 　

11
月
22
日
㈮

　
　

10
：
00
～
16
：
00

場　

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
︵
須
子
町
︶

相
談
担
当
者　

浜
田
公
証
役
場

　

瀧
村
剛
公
証
人

※ 

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。　
　

※ 

公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

申  	

問 

益
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
22
・
7
2
5
6
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information
くらしの情報

益
田
地
区
認
知
症
カ
フ
ェ

﹁
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
　
　
　

ま
ほ
ろ
ば
﹂

　

カ
フ
ェ
に
お
で
か
け
し
て
、一

緒
に
ご
飯
を
食
べ
ま
せ
ん
か
？

昼
食
の
後
に
は
癒
し
が
待
っ
て

い
ま
す
。

日  

11
月
10
日
㈰

　
　

11
：
30
～
15
：
30

場  

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ま
ほ
ろ
ば

　
　
︵
高
津
一
丁
目
︶

内	

容　

昼
食
会

　
「 

バ
イ
オ
リ
ン
と
フ
ル
ー
ト
の

音
色
に
癒
さ
れ
て
」　

演
奏　

ユ
ニ
ッ
ト
e
n

参
加
費　

1
人
5
0
0
円

　
　
︵
昼
食
・
お
茶
代
と
し
て
︶

独
身
男
女
の
縁
結
び

 

今
月
の
開
催

※
申
込
み
が
必
要
で
す
。

申 

問 

医
療
法
人
永
瀬
脳
外
科
内

科

　
「
ま
ほ
ろ
ば
」
☎
25
・
7
4
8
0

　
「
す
み
よ
し
」
☎
23
・
6
7
1
7

　

は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
益
田
会

場
で
は
、
毎
月
第
2
土
曜
日
に
独

身
男
女
の
結
婚
相
談
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
無
料
で
紹
介
や
婚
活
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、

あ
な
た
の
素
敵
な
出
会
い
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
ロ
ン

へ
ご
相
談
︵
登
録
︶
さ
れ
た
方
限

問  市五輪キャンプ誘致推進課   ☎ 31-0342　　 

益田市のホストタウン相手国

文学編①文学編①

Part. 12

　8月4日㈰、グラントワと市立図書館を会場
に、子育てに関わるさまざまな活動をしている
団体を中心に開催され、子どもから大人まで、
のべ 2,500 人が来場しました。グラントワで
は音楽劇や赤ちゃんハイハイオリンピック、玉
すだれ公演などを、図書館ではものづくり体験
や、手作りの食べ物・小物の販売コーナーに出
店内容と関連した図書を設置して、楽しみなが
ら本に触れてもらうことができました。

を開催しました！

大蛇と剣を作るバルーンワークショップ

定
で
、
サ
ロ
ン
内
で
開
催
す
る

相
談
者
同
士
の
交
流
会
「
は
ぴ

こ
交
流
シ
ェ
ア
サ
ロ
ン
」
へ
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

♥
今
月
の
開
催
日
時

日 　

11
月
9
日
㈯

・
昼
の
部　

10
：
00
～
12
：
00

・
夜
の
部　

19
：
00
～
20
：
00

場 　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

　

2
階　

多
目
的
室 

　
︵
駅
前
ビ
ル 

E
A
G
A
内
︶

♥
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

  

島
根
県
公
認
団
体  

益
田
・
吉

賀
・
津
和
野
は
ぴ
こ
会
︵
事
務

局
：
金
本
︶

　

☎
0
9
0
・
7
5
4
2
・
7
5
5
4

※ 

相
談
は
、事
前
予
約
の
方
を
優

先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　詩を愛するケルト人の伝統を受け継ぐアイルランドは「文学の国」と呼ばれ、首都ダブリンはユネスコの「文学の都市」
に指定されています。文学編第１弾の今回は、アイルランドが生んだノーベル文学賞受賞者をご紹介します。

ノーベル文学賞受賞者数は人口比で世界最多　～北海道の面積ほどの小さな国ながら４名の受賞者を輩出～

1923 年  ウィリアム・バトラー・イェイツ
　(William Butler Yeats/1865-1939/ダブリン出身)

アイルランド国立劇場アビー・シアター創設人物
の 1 人。日本の能に影響を受けた作品もある。

〈代表作〉 アシーンの放浪、塔 ほか

1925 年  ジョージ・バーナード・ショー
　(George Bernard Shaw/1856-1950/ ダブリン出身 )

オードリー・ヘップバーン主演で有名な映画「マイ・
フェア・レディ」の原作「ピグマリオン」作者

〈代表作〉 ピグマリオン、聖女ジョウン ほか

1969 年  サミュエル・ベケット
　(Samuel Beckett/1906-1989/ダブリン出身)

20 歳でパリへ移住。ジェイムス・ジョイス著書の
仏語訳を手伝うなどし、ジョイスの影響を大きく受
けた。

〈代表作〉 ゴドーを待ちながら (戯曲)、３部作「モロイ」 
　　　　  ほか

1995 年  シェイマス・ヒーニー
　(Seamus Heaney/1939-2013/北アイルランド出身)

詩人・作家。クイーンズ大学で学んだのち教職に
就く。ハーバード大学教授も務めた。

〈代表作〉 ナチュラリストの死 ほか

※参考　駐日アイルランド大使館資料、
　　　　地球の歩き方 アイルランド〔㈱ダイヤモンド社〕

ウィリアム・バトラー・イェイツ ジョージ・バーナード・ショー


